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LTi.-_1､｣̀加型シリコーンラバー印象帖ま､j~tll封ifi度などに憧れ多Jllされているが.j~百･<t本件が高いためf]一膏汗入時
に･行持泥をはじき易い欠点がある.その/)(点を補うため日潜水件を抑えた製品がJ7lL販されているが.それで
も界面活性剤を塗布した複に石膏注入を行うという臨床報菖もある.

そこで.シT)コーンラバー印象材叫赤水件と柚rl吊登.利の便JIJ勅某を碓認するためシリコーン板試験片を
製作し,シリコーン板I･.LJ)辛目吊二什膏泥を盛り-)け fLrL')ミニほ振動,Jrlj･え.シリコーン板卜に城る硬化†十汗を
組容した.槻容は l‖闘うよびデジタ)L両像からシりコーン板t･.J)什汗lL'H一損率,''LJ求めるJJ一江を抹･･)た.

そu~)結甘 .r･.:付加Ir.-'J.シリコーンラバー印象材の板卜に蟻で再-る硬化行i■汗)[(IT-損率がシリコーン板1･.の半JL,'J

L'iplt'OをIll.d)る程皮であ･･)た. ･jjシ.)コーンラバー印象材とイ十肯氾叫詣水件は.水とシ1)コーンラバー印象

1二村)問の長IL冊iJJによ;‖lt三響されるが.柚両廿性別の埴仙ま硬化イ汗頼)両損率STt吊｢人ll.を占めたことかLt)勅

リl･l'1'JであI-_)た.しかL 石膏泥が シ リコーン板 l･.U).辺緑にはt;嗣 しなか･-'たことか(,細酔＼の行汗汗人は帥 L､

の汗息が必要である.

また,試験片に蟻存する硬 化 石 膏 の両桔率は.lJ'･汗の混水比と吊 ■押測汗牛により変化した.汁,,I-;･LT)]甘木廿

に加えて強度および東商性 状 の 影 響 の観点からも印象内へ注入する石膏はき標準混水比を守り,練和後はす

ぐに汗入することが好ましい こ と が 明らかになった.
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歯冠修復補綴装 置 の 製 作 過 程 に お け る 支台歯の印
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抱 が 速 見 し た 巧 , 水 洗 い した淑滴が印象面に残存し

て 面 荒 れ を 起 こ し や す い な どの欠点がある.

こ の 敦 点 を 補 う た め に 現 在使用されている重付加
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た め に , 界 面 活 性 剤 が 添 加 されてむうる1)とのことで

あるが,臨床職場ではさらに界面活性剤を塗布した

級に,石膏注入を行うとする臨床報告もある2)早
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面活性剤職級用効果および 印 象 内 に 注 入する石膏の梯
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に石膏泥を流 し硬 化 さ せ る並 硬 化後サシ13コ-ン坂

上の石膏の形状の観 察 お よ び 石膏表面積の計測を行
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1. シ1)コーン板試験117-の製作
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も同様に試験 した.
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端から徐射 二空窺を追い出すように倒しかぷせた.
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常の板上に瞬間接着剤で貼 り付けて,平面が保持で

きるようにした,
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実験は次項墨二記すシuコ-ン板の衆面処理の有無

の条件を二合わせて,各条件 1枚ずつ亨合計9枚の試
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冒-ン救試験緑の印象材表面か ら20cm離 して均-

壷こ噴霧緩,且アガンを招いて弱いエアを吹 きかけ目

視により承骨が消失するまで乾燥 させた書
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る脱泡は行わなかった,

23試験片への石膏泥流 し込み法

石膏練和開始か らシリコーン東上に石膏泥を感吟

上げるまでの操作 を手際 よく約 1分40秒 間 で 行 っ

た.その後,シuコーン坂上全 面 に練和 した全 量 の

石膏泥を厚さ約 二3111111にな る ように スバチ ュ ラで均

二二･.･ト.･･∴ ∴Lで ･､:●/i -'/ -仁 二rl'-と.;ド

斜で保持して甜秒間労相塩 練ヤ水平 を保 ち硬化 させ た.
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界面活性剤鯉塗布における4欄の試験片 (A事B,
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ぼ異なる終発が鐸 られるという予測のもとに,石膏

練和後シ1)コーン板 仁に盛 i)つけて 3分聞取LrftIL.

石膏東面の東が消来し始め,やや硬さが発現してき

たと思われる頃に流 し込んだサ石膏泥を流し込む タ

イミング以外はA,B試験片と同条件で行った.

また,D試験片については,繰和石膏の流動性を

高めれば亨C試験片同様に異なる結果が得 られると

いう予測のもとに,混水比を標準混水比より約17%

大きくした (硬質石膏30ダラムY水8.1グラム (塞
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シリコーン板仁で硬化 した 硬 胃 石膏 の 流 動 形態
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を示すので,その形状をスケッチして特徴を記した.

2さ面積の測定法

シuコ-ン板は机上で水平に保ち,その鉛直線上

∴ (-I:.･I(こ 上し●･'･-_卜:, し､･こい::1.Hトl)I(.Jr:＼三_

キヤ}ン社製ラを三脚によって定位して,焦点距離

i:100mm F:2B のマタロレンズにより, 1枚を約

530万画素数で撮影 ･記録したi
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記 録 し た デ ジ タ ル 画 像 は ソ フ トウ ェ ア

津hotoSho.p閥 Adobe社製) を使用 してバ ツヨン上
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次いで,調整 し た 画像 を分 析 ソ フ トウ 温 ア

(winROOF三谷商事社製うに読み込みず2倍 機 処

巨石:1; 一: ト t.

さらに分･斬 ソフ トウェアによる計測機能を 用 い
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図1.分析ソフトウエアWinROOFによる2値化処理

済 済
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こ■■一一二i･く二I._.iJ:を･,･∴ l:.･一･〔吊 ∴11∵l･.I.:･･∴ ･

れ落ちずシリコ-ン坂上に残存する石膏泥が少量 に
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∴∴ ･J､L卜∴.J∴:･::LL_I/'J.I.I. .1十高:二一上 上 目1:.･･-:l･･{･-I.

て い く様相を観察することがで きた.

さ らにシリ3-ン坂上に残存す る硬化 石 膏 を 観 察

するとずその流動形態には規則性 が な く , 硬 化 石 膏

よ吟露出ずる印象材の範囲が広 く み ら れ た が , ほ じ

かれた石膏泥が中東部 に盤 まって硬 化 し た 様 職 が 観

察'-二:･こ~二 .･LLJ工ll.工 JJ ･:-･')･1∴ 工 : ll ･' I.･上

上の辺縁にはほとん ど残存す る硬化着常がみられな

かった.

シリコーン坂上の全面 に石膏泥 を盛りつけてから

流し込む タイ ミングを遅 くして,観察を試みたC読

･.lI;.::_-,I.･一∴ さ. 上 目∴ ･,.:-:∴jJ-､. 1'-二

瓶 上 の硬化石膏 は中央部 にやや広い範囲で残存し

た. しか し,A, B試験 片同様にシリ3-ン板の辺

縁 にはほとんど残春する硬化石膏がみられなかった,

石膏泥の混水比 を標準混水比よ約やや大きくした

≡;.,t.J:Ij:∴一∴･一Iは.＼.1',..+lLJ:･'･二号二']じ･.∴ ;:'トー

ン坂上 の中央に残存した硬化石菌の責める範囲が,

(i:仙痛.rT什刑 1).･昨日吊J汗吊判
然塗布/注丸を遅延 無塗布〆混水比 太

E:界面活性剤塗布 F:界面活性剤塗布 G:界面活性剤塗布 H :静絢i活性剤

乾燥 乾燥 乾燥 無添加 無添加

図 2 各 条 件 に お け る硬 化 石 膏 の 流 動 形 態

各 シ リコ ー ン板 の 上 方 か ら45度 傾 斜 させ , 加 振 後 硬 化 した 石 膏 泥 を 白 色 で 示 す .

C は A, B と同様 の練 和 石 膏 を盛 りつ け後 3分 間 放 置 した試 験 片

D は石 膏 の 混 水 比 を大 き く し, A, B と同 様 の 方 法 で 流 し込 ん だ 試 験 片
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表1.各条件における硬化 石膏 の面積率
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顕著毒=減少し かつ辺縁には,硬化石膏がわずかに
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は流れ落ち苧シ133-ン転職辺縁の石潜泥は,わず

かにはじかれたものの中央部に移動ずる様溜ほほと

∴ '二日.∴て∴∴･ ∴.･'-㌦′.I:.‥1.･1..l1-,[･.:∴:/..二･.､

-､I':.トで/.1･l∴ '-∴ :-i∴1.1J･巨:Ll.工 t'.,i..十 両こ

i十 ''.･!.1'[;[晶十 ■･●か.-･∴∴∫_: .･こ:巳!.∴(..

1!. A: ':rこい:∴ '_.･tj-I

前項 においてヲ界面活性剤塗布の有無によ吟シリ

冒-ン坂上に古宥す る石膏泥の面積に太きを差があ

.･二二∴･L∴､.十∴ ∴ i.

こ の 様相を客観服する目的でシuコ-ン坂上に残
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そ の 結 巣 , 界 面 活 性 剤無塗布の条件では,硬化石

膏 の 責 め る 面 積 率 は 20.8 %から望9.1%の範囲で平均
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け て 3 分 間 放 置 し た C 試 験 片 で は49.6%と,石薗泥

こ. LJ:L.T .: ･ ･:∵ 一 ･ ㌦ ~ :∴ .I..∴ '_: ㌔ . 1∴;l1..'i:.I:･1′'J..

面 積 率 の 約 2倍 の 広 さ に 石 薗 泥 が 残 存 した.石膏の
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8.5%と,A,迅試験片の平均面積率の約 3分の 1

に減少した,
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る硬化石膏の面積率は,界面活性剤無塗布の条件の
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が認められた.
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駿片岡様に流動形態には親別使がなくや硬化石膏よ

り露出する印象樹齢範囲が広 くみられたがずほじか

れた石膏泥が中東部に集まって硬化した様相が観察

さ紅 シ113-ン坂上の辺縁にはほとんど残存する

硬化石膏がみられなかった (図2灘 鉦
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間接法によ吟補綴装置を製作する歯科技工におい
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バ-印象材は寸法精度に憧れてnるが,澄水性を示

入や面荒れに注意しなければならない,

クラウンを製作する過程において,印象採得され

た印象内に石膏を注入ずる際,とくにタラウンの適

合性 を決定する覚台歯隅角部やクラウンの辺縁部に

相当す るマ- ジン部に気泡や面荒れが好発 しやす
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そこで,界面活性剤が添加され親水性を商上させ
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活性剤の効果にくわえて,印象内に注入する石膏の

操作性を確認する実験を行い,クラウン製作過程に

おける印象蓄句の石膏注入操搾約注意事項を明らかに
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2.結果について
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リコ-ン板上殿硬化石膏の面積率が平均25.0%であ

ることに加えて,石膏泥が中央に集まって硬化 した
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泥を注丸する際亨支台歯隅角部やマ-ジン部などの

細部に限らず気泡が丸fjやすいことが容易に推察さ

れる.

.メーカ-の説明によると今回使用した親裁性墓相
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ほじかれてしまい,硬化石膏の面積率 が 低 か っ た た

め,流し込むタイミングを遅らせて石膏 泥 約 流 動 性

を低下させることで,シリコ-ン坂上に残 る 硬 化 石

膏の面積率が高 くなるのではないかと考えた.そ こ

管,石常況 を流 し込むタイミングを3分遅 らせて
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ためチ石膏泥をこやや硬 さが発現 し 流動性の低下と
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のことから,流動性が低下 した石膏泥は支台歯隅角
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グを遅らせて石膏泥の流動性を低下させても,石膏
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りコーン板 仁の辺縁へ流れやすくなるか試ふてふた.

シリコーン坂上に石膏泥を感 吟上げる際,シu

コ-ン板から石膏泥が流れやすく,感 吟上げが容易

ではなかった.
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きくなれば亨粘性が低 FL 石膏泥の援水性も強く

現れるので,支台歯隅角部やマ-ジン部などの細部
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察されるので,必ずしも好ましいものではないと考

えるべきであろう.
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材との石膏泥 の 親和性が約3.5倍向上したことからす

親水性重付加型 シリコーンラバ-印象材に界面活性

剤を塗布することは効果的であると思われる.とく

に 支 台歯数が多けれぼ,印象的の細部箇所が増えや

石 膏 注 入 が 難 し くなるが,界面活性剤を塗布するニ
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支台歯隅角部やマ-ジン部は気泡好発-部になってし

まう斗このことから界面活性剤を使用したとしても

印象内の石膏注丸は,巌初に支台歯隅角部やマ-ジ
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の石膏を一方向から注入するなど,細部に細心の注

意が必要であると思われる身
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は閣体表面に浮く広がる.ぬれやすくするためには,

氷と固体開聞鞘界面張力を小さくしゃ水の表面張力

を腫上させなくてはならない.そこでl/n偏差性別を

塗布すれば,東と固体の間の界面張力と水の表面張
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① 界面活性剤無塗布の試験片について

･｢:.ll'･:l.ト∴;､帖')I:丁 ∴..;I.ll.∴∴ J':.･､ニー'､､1

一二lf･:L:･立上 :I:~･r･二J■こ ･[:;工 ~十 '..t･.I:･∴･･∴,

'L･:tiE::-i.:,.∴:-:-,上 :I''L-二-･･､IIll.･二十 :.､●}:･･.

･-)A,:[･.11上JJt_A,jll.･,古Hl･:..･i∴ ･:.::.:一 ･二- ∴卜 ∴
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界面活性剤塗布の条件では,石膏泥はシリコ-ン

坂北ふのほぼ受面を撃った様相を示したが,界面活性
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液体の表面弓長力

液休に働く力のつりあい

無処理の石膏泥

明倫紀要15(1)

界面活性剤処理の石膏泥

図3.シリコーンラバー印象材と石膏泥におけるぬれ
性と接触角の関係

シリコーンラバー印象材の表面処理法による石膏泥
のぬれ性の度合いを界面張力と石膏泥の表面張力でな
す接触角で示す.
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ところではヰ 接 触角が朴 さくなる界面活性効果は表

しにくくなることか ら,気泡が損現 しやす くなるで
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える目的としてほ嘗唾液や浸出液が多 く存在する口

腔内の組織に対する親和性 を向上させるためや◆印
象採得後の石膏注入を容易にし,気泡の少ない模型
を製作するためであるヤ

しか し,多量の界面活性剤の添加はぎ着薗模型関

南荒れを引き起こす原因となるため,親水性を向…ヒ

させるには,界面活性剤の添加では充分であるとは
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存する硬化石膏の面積率がほ.五%から37.8%の範囲

であ り.その抱LjIlが ∵1. B試験 片の2().8%か ら

29,1%の約 3倍を責めたように, シリコ-ン坂上に

残存する硬化石膏の流動形態に規則性がなくサ硬化
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いても検討する必要があ ると患われるI
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ラ バ ー 印 象材の親和性を向上させでもず石膏泥は
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印象内の支台歯隅角部やマ-ジン部におももても流
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を用 い て 少 濠の石膏を-方南から細部へ流すなど

慎 濠 を 二 操 作 す る ことに意義があると思われる.
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着 膏 注 丸 のタイミ封ダを変えても,硬化石膏の面

積 率 は 8.5-49.6%を責める程度で改善はみられ
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かったことから,適法に従って行うことが好まし

いと思われる.
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